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、
　
r
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緊急報告／静岡市のいきすぎた税務調査、税務指導

緊
急
税
務
講
習
会

　
「
税
務
署
の
“
お
尋
ね
文

書
”
に
返
事
を
し
な
い
と
、

な
に
か
報
復
措
置
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
」

　
「
返
事
を
し
な
か
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
、
法
律
上
不
利

益
を
被
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
」
　
い
き
す
ぎ
た
税
務
指
導
、

税
務
調
査
に
ゆ
れ
る
静
岡
市

仏
教
会
の
あ
る
寺
院
で
開
か

れ
た
緊
急
の
税
務
講
習
会
（
上

写
真
）
で
は
、
熱
心
な
質
疑

応
答
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
群
馬
県
、
新
潟
県
、
三
重

県
、
岐
阜
県
、
そ
し
て
今
回

の
静
岡
県
。
い
き
す
ぎ
た
税

務
調
査
は
全
国
的
に
波
及
し

つ
つ
あ
る
。

（
関
連
記
事
「
緊
急
報
告
一

静
岡
市
の
い
き
す
ぎ
た
税
務

調
査
、
税
務
指
導
」
は
1
3
、

14

ﾊ
に
掲
載
）

全日本仏教会
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事
業
報
告
な
ど
五
議
案
審
議

説
明
の
後
、
原
案
通
り
承
認
。

　
議
案
第
二
号
「
昭
和
六
十
一
年
度
歳
入
歳
出

決
算
の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
若
槻
理
事
長
よ
り
上
程
。
石
川
財
務
部
長
説

明
の
後
、
白
川
監
事
が
監
査
報
告
を
行
い
、
原

案
通
り
承
認
。

　
繊
案
第
三
号
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本
仏
教

徒
委
員
会
規
約
改
正
の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
若
槻
理
事
長
よ
り
上
程
。
杜
多
国
際
文
化
部

長
が
規
約
改
正
案
を
説
明
、
質
疑
応
答
の
後
、

原
案
の
字
句
を
一
部
修
正
の
上
、
改
正
が
承
認

さ
れ
た
。
　
　
、

　
議
案
第
四
号
「
負
担
金
検
討
委
貝
会
設
置
の

承
認
を
求
め
る
件
」

　
若
槻
理
事
長
よ
り
上
程
。
石
川
財
務
部
長
が

説
明
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
五
号
「
顧
問
及
び
参
与
推
薦
に
関
し

て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
若
槻
理
事
長
よ
り
上
程
。
川
島
総
務
部
長
説

明
の
後
、
顧
問
及
び
参
与
を
新
た
に
推
薦
す
る

方
向
で
、
具
体
案
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

報
告
事
項
①
「
本
会
創
立
三
〇
周
年
記
念
事

業
に
つ
い
て
」

　
報
告
事
項
②
「
事
務
総
局
各
部
報
告
」

　
各
部
長
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

　
（
事
業
報
告
と
決
算
書
は
次
号
に
掲
載
）

　
　
　
…
開
か
れ
た
全
仏
理
事
会
…

　
五
月
二
十
六
日
午
後
一
時
か
ら
、
東
京
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
を
会
場
に
、
古
仏
の
理
事
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　
議
長
に
若
槻
修
道
理
事
長
、
議
事
録
署
名
委

員
に
小
田
原
利
仁
、
有
馬
清
雄
の
二
七
を
選
ん

で
議
事
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
昭
和
六
十
一
年
度
事
業
報
告

の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
若
槻
理
事
長
よ
り
上
程
。
川
島
総
務
部
長
が

30周年記念事業など協議

書
道
府
県
仏
代
表
者
会
議

　
去
る
六
月
二
十

三
日
午
後
二
時
よ

り
、
東
京
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
を
会
場
に
都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者

会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

　
は
じ
め
に
野
口
善
雄
事
務
総
長
が
導
師
を
つ

と
め
て
三
帰
依
文
を
唱
和
。
続
い
て
同
事
務
総

長
並
び
に
関
西
事
務
局
事
務
総
長
代
理
中
山
知

③
記
念
誌
『
全
仏
3
0
年
の
歩
み
』

世
界
仏
教
徒
連
盟

開
催
（
八
月
五
日
～
八
日
、

て
報
告
並
び
に
案
内
が
な
さ
れ
、

都
道
府
県
仏
教
会
へ
の
強
い
協
力
を
求
め
た
。

②
負
担
金
に
つ
い
て

　
石
川
財
務
部
長
か
ら
、
五
月
二
十
六
日
の
理

事
会
に
お
い
て
負
担
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
検

見
総
務
部
長
が
挨
拶
。
そ
の
後

白
川
謙
敬
東
京
都
仏
教
連
合
会

事
務
局
長
（
全
霊
評
議
員
）
を

座
長
に
選
出
、
協
議
に
は
い
っ

た
。　
　
　
協
議
事
項

ω
財
団
創
立
三
十
周
年
記
念
事

業
に
つ
い
て

　
事
務
総
長
か
ら
①
既
に
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
る
タ
イ
国
王
生
誕
6
0
年
祝

賀
ツ
ア
ー
、
②
＋
月
七
日
に
開

催
さ
れ
る
記
念
式
典
（
於
増
上

寺
・
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）
、

　
　
　
　
　
　
　
の
刊
行
、
④

　
（
W
F
B
）
執
行
委
員
会
の

　
　
　
　
　
於
京
都
）
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
特
に
加
盟
の

討
す
る
「
負
担
金
検
討
委
貝
会
」
の
設
置
が
承

認
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
出
席
者
か
ら

全
仏
を
も
り
た
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
の
積
極
的
な
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。

㈲
ル
ン
ビ
ニ
；
園
復
興
計
画
に
つ
い
て

　
杜
多
国
際
部
長
よ
り
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興

計
画
の
経
過
と
現
況
を
説
明
。
ネ
パ
；
ル
に
よ

る
計
画
の
進
展
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
た
め
、

本
会
で
計
画
し
た
事
業
を
具
体
化
す
る
に
至
ら

ず
、
本
年
五
月
を
も
っ
て
募
財
期
間
が
終
了
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
「
ル
ン
ビ
ニ
ー

復
興
日
本
仏
教
徒
委
員
会
」
を
現
状
に
即
し
た

体
制
に
改
組
し
、
総
力
を
あ
げ
て
事
業
の
推
進

を
は
か
る
こ
と
に
な
っ
た
、
．
ど
報
告
。
あ
わ
せ

て
勧
募
の
さ
ら
な
る
協
力
を
要
請
し
た
。
出
席

者
よ
り
諸
外
国
の
計
画
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

質
問
が
あ
っ
た
。

ω
税
務
対
策
に
つ
い
て

　
石
川
財
務
部
長
と
長
谷
川
正
浩
顧
問
弁
護
士

か
ら
、
税
務
問
題
の
現
状
と
そ
の
問
題
点
に
つ

い
て
説
明
。
特
に
近
時
各
地
で
再
燃
し
て
い
る

税
務
署
よ
り
の
「
お
尋
ね
」
と
、
「
席
貸
業
」
の

一2一
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問
題
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。
出
席
者
か
ら
い

く
つ
か
の
具
体
的
な
現
地
報
告
が
な
さ
れ
た
。

⑤
そ
の
他

　
斎
藤
社
会
部
長
よ
り
、
昭
和
六
十
三
年
の
全

日
本
仏
教
徒
会
議
を
、
岐
阜
県
で
開
催
す
る
旨

の
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
大
山
同
和
推
進
部
長

よ
り
本
会
の
同
和
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
「
業
」
問
題
を
中
心
に
進
め
て
い
る
旨
の
報

告
が
あ
っ
た
。

　
引
き
続
き
五
時
よ
り
、
山
本
道
隆
埼
玉
県
佛

教
会
会
長
（
全
仏
副
会
長
）
の
乾
杯
の
発
声
に

よ
り
懇
親
会
を
開
催
。
親
し
く
意
見
を
交
換
し

た
。去

る
六
月
六
日
午
後
一
時
よ
り
、

陽
芸
文
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

の
伊
藤
俊
彦
師

県
内
各
宗
派
の
住
職
参
集
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

全
仏
か
ら
は
大
山
同
和
推
進
部
長
が
出
席
し
た
。

　
教
団
単
位
の
同
和
研
修
会
は
各
地
で
開
催
さ

れ
て
い
る
が
、
都
道
府
県
仏
教
会
で
同
和
研
修

会
を
開
催
し
て
い
る
の
は
、
今
の
と
こ
ろ
こ
の

茨
城
県
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
そ
の
動
向

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
小
原
泰
寿
茨
城
県
仏
教
会
会
長
に
続
い
て
あ

い
さ
つ
に
立
っ
た
大
山
全
仏
同
和
推
進
部
長
は
、

全
仏
の
「
業
論
の
取
り
組
み
」
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
ふ
れ
、
現
在
、
加
盟
教

団
に
問
題
提
起
中
で
あ
る
旨
報
告
。
仏
教
界
に

　
茨
城
県
仏
主
催
の
　
…

　
同
和
研
修
会
開
く
　
…

茨
城
県
仏
教
会
主
催
に
よ
る
同
和
研
修
会
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
戸
市
の
常

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
曲
同
和
委
員

　
　
　
　
　
（
曹
洞
宗
）
を
講
師
に
迎
え
、

お
け
る
同
和
問
題
へ
の
取
り
組
み
状
況
の
一
端

を
紹
介
し
た
。

　
講
師
の
伊
藤
師
は
、
所
属
す
る
宗
派
の
曹
洞

宗
で
特
に
取
り
組
み
中
で
あ
る
差
別
戒
名
、
差

別
墓
石
、
差
別
図
書
等
の
問
題
に
つ
い
て
、
皆

様
の
ご
参
考
に
な
れ
ば
と
前
置
き
の
上
、
細
事

に
わ
た
り
説
明
を
し
た
。

　
講
演
後
、
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
、
午
後
四
時

に
散
会
し
た
。

（
四
仏
同
和
推
進
部
で
は
、
各
都
道
府
県
仏
教

会
主
催
の
同
和
研
修
会
に
つ
い
て
、
講
師
の
派

遣
等
、
そ
の
他
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
）

宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
博
多
で
百
二
十
名
参
集

　
福
岡
県
仏
教
連
合
会
主
催
の
「
宗
教
法
人
セ

ミ
ナ
ー
1
信
仰
の
自
由
を
守
る
た
め
に
l
」
（
後

援
・
全
日
本
仏
教
会
、
山
一
謹
券
株
式
会
社
）

が
、
去
る
六
月
十
二
日
、
博
多
東
急
ホ
テ
ル
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
福
岡
県
で
の
開
催
は
今
回
で
三
回
目
。
し
か

し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
約
百
二
十
名
が
参
集
、

大
盛
会
と
な
っ
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
上
来
の
も
の
と
は
少
し
変
更

が
あ
り
、
高
木
正
博
氏
（
山
一
讃
券
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
部
長
）
の
「
宗
教
法
人
と
諸
帳
簿
及
び

財
産
の
管
理
」
、
長
谷
川
全
国
顧
問
弁
護
士
の

「
税
務
攻
勢
の
問
題
点
と
そ
の
対
応
策
」
と
い

う
講
演
二
題
が
行
な
わ
れ
た
。

　
な
お
、
今
回
の
宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
は
、
T

V
局
の
R
K
B
毎
日
放
送
が
取
材
に
訪
れ
、
会

場
の
模
様
が
夜
の
ニ
ュ
ー
ス
で
放
映
さ
れ
た
。

■

繋
泰
泰
雛
泰
紫
雛
型
蕩

財
団
法
人

会
　
　
長

副
会
長

し全
日
本
仏
教
会

阿
部
野
竜
正

麻足渋小
生立谷峰
北
河
原
公
典

　
　
　
　
　
　
大
橋

　
　
　
　
　
　
山
本

　
　
　
　
　
　
山
本

理
事
長
　
若
槻

事
務
総
長
　
野
口

事
務
総
局

　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
i
四

　
明
照
会
館
内

　
〒
鵬
　
〇
三
（
四
三
七
）
九
二
七
五

　
職
員
一
同

　
　
　
（
高
野
山
真
言
宗
管
長
）

順
轡
（
真
言
宗
智
山
派
管
長
）

有
教
（
真
宗
仏
光
寺
派
門
主
）

大
進
（
臨
済
宗
円
覚
寺
派
管
長
）

文
雄
（
真
言
宗
醍
醐
派
管
長
）

　
　
　
（
華
厳
宗
東
大
寺
長
老
）

覚
阿
（
徳
島
県
仏
教
会
名
誉
会
長
）

道
隆
（
埼
玉
県
佛
教
会
会
長
）

　
杉
（
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
理
事
長
）

修
道
善
雄

　　　　　　　　　9　　一　　薗　　一　　　　　　　　響　　，　　騨　　騨　　　　　　一　　一　　一　　輌　　　　　L＿　　　　騨　　一　　一　　一　　　〇　　価　　■　　刷　一　　一　　一　　〇，　　｝　　響　　層　　一

関
西
事
務
局

　
京
都
市
下
京
区
堀
川
通
花
屋
町
下
ル

　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
広
報
部
内

　
〒
㎝
　
〇
七
五
（
三
七
一
）
五
一
八
一

　
事
務
総
長
　
井
上
博
厚

　
　
　
他
　
　
職
員
一
同

一3一
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真
宗
大
谷
派
宗
務
総
長
古
　
賀
　
制
　
二
参
　
　
務
本
　
間
義
博
　
同
　
　
恵
美
龍
　
川
　
同
　
　
山
　
崎
　
順
　
正
　
同
　
　
不
破
　
　
　
仁
　
同
　
　
熊
　
谷
　
宗
　
恵
京
都
市
下
京
区
鳥
丸
通
七
条
上
ル
　
　
　
　
　
　
　
常
葉
町
七
五
四
〒
㎜
　
〇
七
五
（
三
七
」
）
九
一
八
一

本
門
佛
立
干
本
山
宥
清
寺
　
　
完
務
本
庁
一
同
京
都
市
上
京
区
御
前
通
一
条
上
ル
　
　
　
　
　
　
　
東
竪
町
一
一
〇
〒
㎝
　
〇
七
五
（
四
六
一
）
一
一
六
六

念
法
真
教
教
団
総
本
山
金
剛
寺
燈
　
　
主
小
　
倉
塞
　
現
大
阪
市
鶴
見
区
緑
三
－
四
－
二
二
〒
㎜
　
〇
六
（
九
一
）
二
一
〇
一

　
　
　
　
門
　
　
主
大
　
谷
　
光
真
　
　
　
　
総
　
　
長
渡
　
辺
　
静
　
波
　
　
　
　
総
　
　
務
日
　
谷
　
周
　
暎
　
　
　
　
　
　
同
　
　
平
　
　
　
興
　
誓
　
　
　
　
　
　
同
　
　
青
　
地
　
敬
　
水
”
”
．
一
．
　
　
　
　
　
　
同
　
　
爪
　
田
　
一
　
貫
≡
　
　
　
　
　
　
同
　
　
井
上
　
博
　
厚
」
開
　
　
　
　
京
都
市
下
京
区
堀
川
通
花
屋
町
下
ル
喜
〒
㎜
躰
欝
舗
瑠
）
五
玉

孝
道
教
団
．
統
　
理
岡
野
正
貫
副
統
理
岡
野
二
子
横
浜
市
神
奈
川
区
鳥
越
三
八
〒
劉
　
〇
四
五
（
四
三
二
）
一
二
〇
一

真
言
宗
善
通
寺
派
宗
務
庁
総
本
山
善
通
寺
灘
　
振
蓮
生
善
隆
綜
諮
総
連
阿
　
部
　
本
　
宣
総
　
　
務
山
　
地
　
善
真
香
川
県
善
通
寺
万
善
通
寺
町
　
　
　
　
　
　
　
　
三
－
三
－
一
〒
窺
　
○
八
七
七
（
六
二
）
〇
一
一
一
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●
0

真
言
宗
大
覚
寺
派
大
本
山
大
覚
寺
京
都
市
右
京
区
嵯
峨
大
沢
刀
自
〒
鵬
　
〇
七
五
（
八
七
一
）
○
〇
七
一

臨
済
宗
東
福
寺
派
宗
務
総
長
岡
　
平
　
篤
　
道
京
都
市
東
山
区
本
町
一
五
　
東
福
寺
派
宗
務
本
院
〒
鵬
　
〇
七
五
（
五
三
一
）
五
二
〇
七

●
●
　
　
層
…
“
≡
」
困
　
7
　

大
雄
山
最
乗
寺
山
　
　
主
余
　
語
翠
巌
紀
　
　
討
論
　
部
　
顕
　
瑞
，
副
　
　
寺
豊
　
島
　
健
　
生
神
奈
川
県
南
足
柄
市
大
雄
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
七
〒
細
胡
　
〇
四
六
五
（
七
四
）
一
一
＝
二
一

一5一
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天
台
宗
務
庁
宗
務
総
長
江
　
田
　
廣
　
典
鯵
務
部
賄
高
　
松
　
義
　
寛
鯵
務
部
購
藤
　
目
　
真
　
良
鯵
単
部
一
水
　
尾
　
真
　
寂
鯵
会
部
賄
北
　
角
　
円
　
澄
総
務
室
長
市
　
原
　
孝
　
寿
大
津
市
坂
本
本
町
一
七
七
一
－
一
〒
脚
胡
〇
七
七
五
（
七
九
）
○
〇
二
二

東
京
都
仏
教
連
合
会
会
　
　
長
大
谷
　
昌
之
理
事
長
岩
　
崎
　
宗
　
秀
事
務
局
長
白
　
川
　
謙
　
敬
東
京
都
世
田
谷
区
松
原
五
－
四
三
－
三
〇
　
　
　
　
　
　
　
正
法
寺
内
〒
燭
　
〇
三
（
三
二
一
）
〇
二
〇
五

　
　
　
　
宗
務
本
所
　
　
　
　
管
　
　
長
倉
内
松
堂
　
　
　
　
宗
務
総
長
竹
　
中
　
玄
　
鼎
　
　
　
　
総
務
部
長
横
　
山
　
尚
　
空
　
　
　
　
教
学
部
長
中
島
義
　
観
●
　
■
　
　
●
…
闘
　
財
務
部
長
瑞
岩
宗
園
≡
　
謡
鷲
嚢
光
4
　
　
　
法
務
部
長
古
　
田
　
宗
　
忠
困
国
　
7
　
論
市
鋏
野
じ
心
時
両
三

兵
庫
県
仏
教
会
会
　
，
長
小
　
西
　
日
　
静
副
会
長
大
　
谷
　
昭
　
世
　
同
　
　
井
　
上
　
紀
　
生
事
務
局
長
円
　
成
　
淳
龍
総
　
　
務
小
西
徹
龍
神
戸
市
兵
庫
区
松
本
通
三
－
．
マ
四
〇
　
　
　
　
　
　
　
法
華
寺
内
〒
槻
　
〇
七
八
（
五
二
一
）
一
六
六
八
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総
本
山
仁
和
寺
真
言
宗
御
室
派
宗
務
所
罰
　
麟
小
林
隆
仁
繍
撫
総
融
資
　
田
　
裕
　
信
繍
務
部
厨
鈴
　
木
　
快
　
憧
繍
学
部
節
森
尾
白
搾
繍
務
生
節
．
藤
　
橋
　
泰
　
信
華
務
長
手
　
嶋
　
千
　
俊
京
都
市
右
京
区
御
室
大
内
三
三
．
〒
㎝
　
〇
七
五
（
四
六
一
）
＝
五
五

信
貴
山
真
言
宗
総
本
山
信
貴
首
邑
護
孫
子
寺
管
　
・
長
鈴
　
木
，
鳳
　
永
前
　
管
　
長
　
野
　
　
澤
　
　
密
　
　
厳
宗
務
長
田
　
中
　
真
　
瑞
庶
務
部
長
鈴
　
木
　
貴
　
晶
寺
務
長
山
　
根
．
重
　
幸
輔
瀬
知
事
小
　
沢
　
一
　
蒼
奈
良
県
生
駒
郡
平
群
町
信
貴
山
　
　
　
　
　
　
　
二
二
八
O
l
一
〒
鰯
　
〇
七
四
五
（
七
二
）
二
二
七
七

愛
知
県
仏
教
会
会
　
　
長
宇
佐
美
　
諦
　
練
．
副
会
長
瀬
　
辺
　
淳
信
　
　
同
　
　
江
　
川
　
辰
　
三
　
　
同
　
　
亀
　
山
　
黙
　
道
．
名
古
屋
裏
区
東
桜
　
　
　
二
一
一
六
一
五
一
梅
屋
寺
内
〒
姐
　
〇
五
二
（
九
三
一
）
八
一
二
四

●
●
　
　
8
…
”
一
＝
」
薗
2
喜

愛
媛
県
佛
教
会
会
　
　
長
宇
都
宮
　
万
　
哲
副
会
長
山
　
岡
　
　
　
隆
　
同
　
　
豊
　
田
　
隆
　
淳
事
務
局
長
水
　
崎
　
章
　
元
松
山
市
石
手
二
一
九
－
二
一
〒
初
O
八
九
九
（
七
七
）
霧
雲

一7一
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●
　
　
神
奈
川
県
境
教
会
0
　
　
　
会
　
　
長
福
　
永
　
隆
　
昭

財
団
法
人
国
際
仏
教
興
隆
協
会
名
誉
総
裁
阿
部
野
　
竜
　
正
理
事
長
巌
　
谷
　
勝
　
業
師
本
報
竺
抽
葉
　
上
　
照
　
澄
　
　
　
　
　
役
　
員
　
一
　
同
東
京
都
目
黒
区
中
目
黒
五
一
二
四
一
　
　
　
　
　
　
五
三
　
祐
天
寺
内
〒
旧
　
〇
三
（
七
一
一
）
七
六
〇
八

＝
＝

岐
阜
県
仏
教
会
纐
議
院
二
世
杉
　
山
　
令
　
肇
　
　
、
名
誉
会
長
谷
　
　
　
耕
　
月
全
日
仏
理
事
橘
　
　
　
感
　
月
会
　
　
長
加
納
博
　
司
理
事
長
竹
　
市
　
　
　
周
事
務
局
長
松
　
波
　
高
　
義
岐
阜
市
西
野
町
三
一
一
　
　
　
　
　
本
願
寺
岐
阜
別
院
内
〒
珈
　
〇
五
八
二
（
六
六
）
七
八
〇
三

……

副
会
長
小
　
崎
　
竜
　
雄
　
　
同
　
　
横
　
山
敏
　
明
　
同
　
　
柳
　
下
隆
　
侃
　
同
　
　
大
　
井
重
　
忠
事
務
局
長
本
　
間
　
孝
　
康
横
浜
市
中
区
大
平
町
九
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
有
寺
内
〒
捌
　
〇
四
五
（
六
六
一
）
〇
一
六
六

社
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
理
事
長
山
本
　
　
　
杉
　
　
　
　
　
事
務
局
一
同
　
事
務
局
東
京
都
豊
島
区
北
大
塚
ニ
ー
一
－
一
　
　
大
塚
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
七
F
〒
珊
　
〇
三
（
九
一
〇
）
一
二
八
九
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O
●
　
　
真
言
宗
智
山
派
　
　
　
大
本
山
川
崎
大
師
平
間
寺

日
光
山
輪
王
寺
門
　
　
跡
目
　
田
　
昌
　
源
執
事
長
石
　
塚
　
慈
仇
栃
木
県
日
光
市
山
内
二
一
二
〇
〇
〒
鋤
彫
〇
二
八
八
（
五
四
）
〇
五
一
三

＝
＝

日
連
宗
総
本
山
身
延
山
久
遠
寺
法
　
　
主
岩
　
間
　
日
　
勇
総
　
　
務
望
　
月
　
一
　
靖
　
　
　
職
他
職
員
一
同
山
梨
県
身
延
町
身
延
三
五
六
七
〒
姻
％
　
〇
五
五
六
六
（
二
）
一
〇
＝

真
言
宗
智
山
派
大
本
山
高
尾
山
薬
王
院
貫
　
　
首
山
　
本
　
秀
　
順
東
京
都
八
王
子
市
高
尾
山
二
一
七
七
〒
鵬
　
〇
四
二
六
（
六
一
）
＝
一
五

……

貫
　
　
首
高
橋
　
隆
　
天
院
　
　
代
茂
　
木
　
隆
　
応
総
　
　
務
馬
　
本
　
克
　
美
執
　
　
綱
原
　
　
　
隆
　
　
執
　
　
事
野
　
澤
　
隆
　
幸
常
　
　
務
小
　
林
　
俊
　
一
川
崎
市
川
崎
区
大
師
町
四
一
四
八
〒
㎜
　
〇
四
四
（
二
六
六
）
三
四
二
〇

京
都
佛
教
会
会
　
　
長
東
伏
見
　
慈
　
沿
京
都
市
上
京
区
丸
太
町
通
千
本
東
入
　
　
　
　
　
ブ
ラ
ザ
ー
ビ
ル
ニ
階
〒
㎜
　
　
〇
七
五
（
八
〇
一
）
二
五
三
七
F
A
X
O
七
五
（
八
〇
一
）
二
五
三
八

聖
観
音
宗
金
龍
山
浅
　
草
　
寺
代
表
役
員
大
　
森
　
亮
　
雅
東
京
都
台
東
区
浅
草
二
一
三
一
一
〒
m
　
O
三
（
八
四
一
）
〇
一
八
一

≡4開
…
　

大
本
山
池
上
本
門
寺
貫
　
　
首
金
　
子
　
日
　
威
東
京
都
大
田
区
池
上
一
一
一
－
一
〒
蜘
　
〇
三
（
七
五
二
）
二
三
＝
＝

大
本
山
護
　
國
　
寺
貫
　
　
首
小
　
林
良
　
弘
東
京
都
文
京
区
大
塚
五
一
四
〇
1
一
〒
m
　
O
三
（
八
四
一
）
〇
七
六
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
七
六
五

一9一
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真
言
宗
中
山
寺
派

財
団
法
人

●

真
言
宗
豊
山
派

仏
教
伝
道
協
会

一

総
本
山
長
谷
寺

曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺

大
本
山
中
　
山
　
寺

発
願
者
沼
　
田
　
恵
　
範

化
　
　
主
勝
　
又
　
俊
教

兵
庫
県
宝
塚
市
中
山
寺
ニ
ー
＝
1
一
〒
鰯
　
〇
七
九
七
（
八
六
）
六
．
五
一
七
　
　
、
　
　
　
　
（
八
四
）
五
六
二
一

会
　
　
長
沼
　
田
　
智
　
秀
理
事
長
葉
　
上
　
照
　
澄

事
務
長
門
　
屋
　
大
　
寿

真
　
理
　
舎
主
　
　
管
友
　
松
　
諦
　
道

理
　
　
事
中
　
村
　
　
　
元
　
同
　
　
雲
　
藤
　
義
道
　
同
　
　
松
　
原
　
泰
道

＝
＝

法
務
執
事
寺
　
沢
　
栄
　
章

貫
　
　
首
丹
　
羽
　
廉
芳

東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
三
－
四
－
一
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
田
寺
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
八
三
〒
m
　
O
三
（
二
五
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
四
二

　
　
同
　
　
有
馬
清
　
雄
監
　
　
事
芝
　
田
　
徹
　
男
　
同

教
務
執
事
佐
　
藤
　
智
　
仙

外
役
寮
一
同

三
　
原
　
信
　
一

新
義
真
言
宗

東
京
都
港
区
芝
四
－
三
一
一
四

財
務
執
事
高
　
梨
　
堅
　
堂

管
　
　
長
関
　
　
　
尚
　
道

　
〒
鵬
　
〇
三
（
四
五
五
）
五
八
五
一
●
　
・
　
O
　
●
　
●
　
■
　
■
　
●
　
■
●
　
●
　
●
　
■
　
●
　
●
　
●
　
●
　
■
　
■
　
O
　
●
　
5
　
●
　
0
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
9
　
●
　
●
　
●
　
●
O
　
●
　
●
　
●
　
●
　
・
　
■
　
●
●
　
●
　
●
　
●
　
O

≡

総
務
執
事
蓮
　
　
　
俊
　
孝

東
京
都
文
京
区
湯
島
四
－
六
一
一
二
　
湯
島
ハ
イ
タ
ウ
ン
B
一
一
二
＝

財
団
法
人
仏
教
伝
道
協
会
で
は
、
第
1
7
回
実
践
布
教
研
究
会
（
テ
ー
マ
・
」
2
1
世
紀
の
布
教
伝
道
」
一
浄
土
宗
に
学
ぶ
）
　
（
後

〒
m
　
O
三
（
八
一
四
）
三
四
六
四

援
、
天
台
宗
総
本
山
比
叡
山
延
暦
寺
・
浄

」

困

蕨
京
出
端
吉
　
野
　
孟
彦

福
井
県
吉
田
郡
永
平
寺
町
志
比
〒
㎝
並
　
〇
七
七
六
（
六
三
）

真
言
宗
須
磨
寺
派

土
宗
・
仏
教
大
学
）
を
開
催
す
る
。
○
期
間
　
昭
和
6
2
年
7
月
2
1
－
2
4
日
○
会
場
　
天
台
宗
総
本
山
比
叡
山
延
暦
寺

国
≡

．
奈
良
県
桜
井
市
初
瀬
七
三
一
－
一
〒
鵬
覗
・
〇
七
四
四
四
（
七
）
七
〇
〇
一

三
一
〇
二
・
三

管
　
　
長
小
　
池
　
義
　
人
神
戸
切
須
磨
区
須
磨
寺
町
四
－
六
－
八
〒
磯
　
〇
七
八
（
七
三
一
）
〇
四
一
六

○
資
格
僧
侶
（
男
子
の
み
）
○
参
加
賛
助
金
　
二
万
五
千
円
三
泊
四
日
の
間
に
、
講
演
七
回
、
実
践
、
研
鐘
、
分
科
会
が
行
わ
れ
る
予
定
。
お
問
い
合
わ
せ
ば
仏
教
伝
道
協
会
ま
で
。

一10一
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全
仏
三
十
周
年
記
念
企
画
と
し
て
、
今
月
号
と
九
月
号
の

二
回
に
わ
た
り
、
「
日
本
仏
教
界
へ
の
提
言
」
と
題
し
て

特
集
記
事
を
掲
載
す
る
。
こ
れ
は
日
本
仏
教
界
に
お
け
る

諸
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
現
状
、
今
後
の
展
望
、
そ
し
て

全
中
に
何
が
望
ま
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
識
者
の
方
に
、

座
談
会
あ
る
い
は
御
寄
稿
と
い
う
形
で
御
意
見
を
賜
ろ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
今
回
は
そ
の
第
一
弾
と
し
て
同
和
問
題
を
取
り
上
げ
る
。

去
る
六
月
十
二
日
、
京
都
の
和
順
会
館
で
同
和
正
副
委
員

京
都
墨
黒
院
の
和
順
会
館
で
右
か
ら
蓮
池

師
、
中
村
師
、
葛
葉
師
、
手
前
が
北
角
師

長
会
議
が
開
か
れ
た
が
、
そ
の
場
を
お
借
り
し
て
座
談
会

を
開
い
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
座
談
会
は
、
暮
露
同
和
委
員

会
の
委
員
長
、
副
委
員
長
の
先
生
方
に
、
教
団
を
代
表
し

て
い
る
と
い
う
立
場
を
離
れ
、
ひ
と
り
の
仏
教
者
と
し
て
、

日
頃
同
和
推
進
に
深
く
か
か
わ
っ
て
お
ら
れ
る
、
と
い

う
立
場
で
自
由
に
お
話
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
司
会

進
行
は
大
山
全
野
同
和
推
進
部
長
。
な
お
中
村
秀
雄
師
は

所
用
の
為
、
途
中
退
座
さ
れ
た
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し
て

お
く
。

｝
…
…
－
，
－
…
出
席
者
－
…
…
…
…
…
…
－
…
：
…
」

…
北
角
円
理
（
全
仏
同
和
委
員
長
）
　
　
　
㎝

…
蓮
池
瑞
旭
（
骨
仏
同
和
副
委
貝
長
）
　
　
　
…

…
中
村
秀
雄
（
全
仏
同
和
副
委
員
長
）
　
　
　
｝

…
嚢
睦
山
（
全
仏
同
和
副
委
貝
長
代
理
二

…
大
山
義
信
（
全
仏
同
和
推
進
部
長
）
　
　
　
…

…
神
代
韻
文
（
全
仏
同
和
推
進
部
次
長
）
　
　
…

…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
敬
称
略
一
…

大
山
　
ま
ず
、

仏
教
界
に
お
け

る
同
和
問
題
へ

の
認
識
と
い
い

ま
す
か
、
そ
こ

ら
へ
ん
の
と
こ

ろ
か
ち
口
火
を

切
っ
て
い
た
だ

こ
う
と
思
う
の

で
す
が
、
同
和

教
育
に
直
接
携

わ
っ
て
お
ら

れ
る
葛
葉
先

生
い
か
が
で

し
よ
う
か
。

葛
葉
　
教
師

と
し
て
同
和

教
育
を
現
場

で
や
っ
て
き

て
痛
感
し
て

い
る
の
で
す
が
、
何
年
や
っ
て
も
未
だ
に
差
別

意
識
を
払
拭
で
き
な
い
ん
で
す
ね
。

　
　
　
　
寺
院
の
後
進
性

　
先
日
も
、
社
会
的
な
役
職
を
お
持
ち
の
お
寺

の
奥
さ
ん
が
、
「
お
檀
家
さ
ん
が
寺
へ
相
談
に

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
被
差
別
部
落
の
人
々

も
喜
ん
で
来
て
く
れ
ま
す
」
と
い
う
発
言
を
さ

れ
た
。
こ
の
発
言
に
含
ま
れ
て
い
る
ご
自
分
の

差
別
意
識
と
い
う
も
の
に
気
付
い
て
お
ら
れ
な

い
。

蓮
池
　
お
寺
の
住
職
と
か
、
奥
さ
ん
の
発
言
と

い
う
の
は
、
社
会
的
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
る

ん
で
す
よ
。
そ
れ
だ
け
に
罪
深
い
。

葛
葉
　
寺
と
い
え
ば
、
身
元
調
査
の
こ
と
な
ど

も
あ
り
ま
す
ね
。

蓮
池
　
差
別
に
加
担
す
る
調
査
を
し
て
は
な
ら

な
い
と
、
法
務
省
か
ら
各
教
団
に
全
仏
を
通
し

て
通
達
の
よ
う
な
形
で
伝
え
ら
れ
た
わ
け
で
す

が
、
そ
れ
が
、
地
方
の
寺
院
に
ま
で
い
き
と
ど

い
て
い
な
い
。
法
務
省
か
ら
通
達
が
で
た
と
い

う
こ
と
も
知
ち
な
い
。
同
和
問
題
に
関
し
て
の

寺
院
の
後
進
性
と
い
う
の
か
、
打
て
ど
も
響
か

な
い
状
況
が
目
に
つ
き
す
ぎ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
各
宗
派
、
教
団
で
同
和
に
関
す

る
研
修
会
と
い
う
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
す
が
。
そ
れ
が
ど

う
も
定
着
し
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
る
ん
で
す

な
あ
。

葛
葉
　
本
当
に
何
度
せ
ま
っ
て
も
ゼ
ロ
に
な
ら

な
い
。

大
山
　
差
別
意
識
と
い
う
の
は
、
人
間
の
永
遠

の
課
題
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

葛
葉
　
永
遠
の
課
題
だ
け
に
、
宗
門
の
人
は
厳

し
く
点
検
し
て
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ち
な

い
と
思
い
ま
す
。

蓮
池
　
日
本
特
有
の
、
家
と
か
血
族
意
識
が
結

婚
差
別
な
ど
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
。

そ
う
い
う
も
の
を
含
め
て
、
仏
教
界
が
精
神
生

活
を
リ
ー
ド
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

に
、
ど
う
も
遅
れ
て
い
る
。
大
き
な
問
題
で
す

ね
。中
村
　
末
端
寺
院
へ
の
浸
透
と
い
う
こ
と
は
、

各
教
団
単
位
の
研
修
会
や
働
き
か
け
に
か
か
っ

て
く
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
原
案
を
つ
く
っ
て

一11一
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置
る
の
が
、
各
宗
派
の
行
政
レ
ベ
ル
で
あ
る
わ

け
で
す
。
行
政
に
か
か
わ
っ
て
い
る
人
が
、
ど

こ
ま
で
人
権
意
識
を
把
握
し
て
い
る
か
に
よ
っ

て
、
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。

　
　
　
教
団
行
政
レ
ベ
ル

　
　
　
へ
の
働
き
か
け

蓮
池
　
全
仏
に
加
盟
し
て
い
る
の
は
、
そ
う
い

う
各
教
団
の
行
政
レ
ベ
ル
で
す
か
ら
、
全
仏
は

そ
れ
ら
行
政
レ
ベ
ル
と
ど
う
か
か
わ
っ
て
、
ど

う
啓
発
し
て
い
く
か
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
。北角師

　
例
え
ば
、
公
立
学
校
の
教
職
貝
免
許
取
得
の

た
め
の
必
修
科
目
に
は
同
和
教
育
が
入
っ
て
い

る
。
し
か
し
僧
侶
養
成
の
必
修
科
目
に
は
同
和

教
育
は
入
っ
て
い
な
い
ん
で
す
。
そ
の
あ
た
り
、

教
団
行
政
を
啓
発
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
う
い
う
こ
と
の
進
め
か
た
は
全
仏
が
や

ち
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
ど
も
の
浄
土
宗
で
は
去
年
か
ら
同
和
教
育

概
論
と
し
て
必
修
科
目
と
し
て
位
置
づ
け
ま
し

た
。北
角
　
全
仏
で
は
、
毎
年
同
和
研
修
会
を
開
催

し
、
各
教
団
、
県
仏
か
ら
多
数
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
参
加
者
の
宗

派
へ
の
報
告
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が

あ
る
。
出
席
者
が
宗
派
に
報
告
し
な
い
場
合
も

あ
る
だ
ろ
う
し
、
あ
る
い
は
、
宗
派
に
報
告
し

て
も
、
全
仏
で
は
そ
う
い
う
考
え
か
た
を
す
る

の
か
と
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
終
わ
っ
て
し
ま

う
よ
う
な
現
状
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
。

蓮
池
　
行
政
レ
ベ
ル
の
無
関
心
さ
で
す
ね
。
例

え
ば
教
団
内
部
で
、
同
和
の
こ
と
は
、
専
門
家

の
同
和
委
員
に
ま
か
せ
て
お
け
ば
い
い
と
い
う

風
潮
が
あ
り
ま
す
ね
。
こ
れ
で
は
い
か
ん
と
思

う
ね
。

中
村
　
全
仏
の
常
務
理
事
、
理
事
ク
ラ
ス
、
つ

ま
り
各
教
団
の
行
政
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
是
非

話
が
し
た
い
で
す
ね
。
同
和
問
題
に
ど
う
か
か

わ
っ
て
い
る
か
話
を
聞
き
た
い
。

今
後
の
同
和
研
修
会

大
山
　
私
ど
も
で
は
、
毎
年
同
和
研
修
会
を
開

催
し
て
お
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
研
修
会
に
つ

い
て
今
後
ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
い
っ
た
ら
よ

い
の
か
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
の
で
す

が
。
一

蓮
池
　
ま
ず
思
う
ん
で
す
が
、
テ
ー
マ
の
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
業
論
を
と
り
あ
げ
て
き

ま
し
た
が
、
や
は
り
こ
の
大
問
題
に
焦
点
を
あ

わ
せ
、
く
り
か
え
し
研
修
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
。
く
ど
い
よ
う
で
も
。

　
現
在
、
説
教
の
た
ね
本
と
か
和
讃
に
差
別
表

蓮
池
師

記
や
ら
、
差
別
を
助
長
す
る
よ
う
な
考
え
か
た

が
、
な
さ
け
な
い
こ
と
だ
が
、
た
く
さ
ん
あ
る
。

し
か
し
今
日
、
そ
れ
ら
が
街
で
平
気
で
売
ら
れ

て
お
る
。
他
に
も
、
高
名
な
方
の
お
説
教
の
中

に
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
差
別
発
言
を
聞
く
こ

と
も
あ
る
。
差
別
戒
名
の
根
源
も
こ
の
業
論
に中村師

あ
る
。
こ
れ
ら
に
ど
う
目
を
む
け
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
こ
れ
ら
の
差
別
表
現
、

差
別
事
象
は
大
変
悪
い
こ
と
だ
、
そ
れ
で
終
わ

ら
せ
て
し
ま
う
ん
で
す
ね
。

　
一
方
、
業
論
と
い
う
と
、
現
在
心
仏
か
ら
各

教
団
に
出
て
い
る
業
論
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

で
も
そ
う
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
す
ぐ
に
教
義

と
か
原
始
仏
教
と
か
学
問
的
に
追
求
し
て
い
く
。

　
と
こ
ろ
が
、
現
実
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
な

い
ん
で
す
ね
。
差
別
事
象
と
業
論
と
の
む
す
び

つ
き
が
な
に
も
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
で
論
じ
ら

れ
て
い
る
。

　
で
す
か
ら
私
は
、
こ
の
つ
な
が
り
と
い
い
ま

す
か
、
業
論
と
今
日
の
差
別
事
象
と
の
橋
渡
し

を
是
非
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

葛
葉
　
今
、
テ
ー
マ
の
話
が
で
ま
し
た
が
、
今

後
、
研
修
会
の
対
象
を
ど
う
し
ぼ
っ
て
い
く
か

と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
ね
。
い
っ
た
い
誰
を

対
象
と
し
て
研
修
す
る
か
。
幅
広
く
い
ろ
い
ろ

な
人
を
対
象
と
し
て
開
催
す
る
の
か
。

蓮
池
　
同
宗
連
で
は
、
初
心
者
を
対
象
と
し
た

研
修
会
を
ひ
ら
き
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
配

慮
も
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
　
一
方
教
団
単
位
で

だ
れ
を
動
員
す
る
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
き

ち
ん
と
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
動
員
で
き

れ
ば
良
い
と
思
う
が
ね
。

葛
葉
　
そ
こ
ま
で
い
っ
て
い
る
教
団
は
極
め
て

少
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
手
の
空
い
て
い
る
人
に

行
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
の
が
多
い
の
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
格
差
が
あ
り
ま
す
ね
。

蓮
池
　
今
、
加
盟
教
団
そ
れ
ぞ
れ
の
同
和
問
題

に
関
す
る
レ
ベ
ル
と
い
い
ま
す
か
、
そ
れ
は
ば

ら
っ
き
が
大
変
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

組
識
を
あ
げ
て
同
和
問
題
に
取
り
組
も
う
と
し

て
い
る
教
団
も
あ
る
し
、
ま
だ
、
ほ
と
ん
ど
体

制
が
で
き
て
い
な
い
教
団
も
あ
る
。
け
っ
し
て

同
一
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
は
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
も
全
仏
の
取
り
組
む
の
む
ず
か
し
さ
が

あ
り
ま
す
ね
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
そ
う
い

う
こ
と
に
も
充
分
に
配
慮
し
て
い
か
ね
ば
い
か

ん
と
思
う
。今

後
の
同
和
推
進

葛葉師

蓮
池
　
宗
教
者
ら
し
く
な
い
過
激
な
言
葉
を
使

わ
せ
て
い
た
だ
け
ば
、
同
和
問
題
は
闘
い
な
ん

で
す
。
教
団
内
部
で
の
闘
い
、
一
方
造
仏
は
そ

れ
を
教
団
内
の
中
心
に
位
置
づ
け
さ
せ
る
よ
う

に
働
き
か
け
る
。
こ
の
よ
う
に
二
本
立
て
で
、
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内
部
か
ら
と
全
仏
か
ら
や
っ
て
い
か
な
い
と
、

教
団
内
に
お
い
て
同
和
問
題
が
、
な
か
な
か
中

核
に
な
っ
て
い
か
な
い
。
例
え
ば
、
僧
侶
養
成

機
関
の
な
か
に
同
和
問
題
を
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
さ
せ
る
か
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
教
団

内
部
で
も
や
り
、
全
仏
で
も
働
き
か
け
る
と
い

う
相
互
関
係
が
な
け
れ
ば
な
か
な
か
進
ま
な
い

わ
け
で
す
。

葛
葉
　
今
、
蓮
池
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と

は
、
そ
れ
だ
け
全
仏
の
同
和
推
進
へ
の
あ
ゆ
み

が
軌
道
に
乗
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
ま

す
よ
ね
。
例
え
ば
「
業
論
に
関
す
る
ア
ン
ケ
：

ト
」
に
よ
っ
て
各
教
団
は
い
や
お
う
な
し
に
動

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
い
う
な
れ
ば
全
仏
は

ひ
と
つ
の
レ
ー
ル
を
敷
い
て
く
れ
て
い
る
わ
け

で
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
、
も
ち
ろ
ん
研
修
会

や
先
程
で
ま
し
た
行
政
レ
ベ
ル
の
啓
発
と
い
う

こ
と
も
含
め
て
、
こ
れ
ら
を
も
っ
と
強
力
に
押

し
進
め
て
い
け
ば
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
各
教
団
が
い
や
お
う
な
し
に
進
ま
な
く
て

は
な
ら
な
い
よ
う
な
。

蓮
池
　
そ
こ
に
全
仏
と
し
て
の
働
き
と
い
う
か
、

意
義
が
あ
る
と
思
う
な
私
は
。
同
和
問
題
を
教

団
内
部
で
で
き
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、
ち
ゃ

ん
と
位
置
づ
け
ら
れ
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、

そ
う
い
う
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
全
仏
と
い
う

ベ
ー
ス
の
上
で
、
い
か
に
各
教
団
ど
う
し
が
互

い
に
刺
激
さ
れ
な
が
ら
進
ん
で
い
く
か
、
こ
れ

が
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

　
　
基
本
制
定
へ
向
け

　
　
て
第
二
の
ス
タ
ー
ト

北
角
　
最
後
に
一
言
つ
け
加
え
た
い
の
で
す
が
、

全
日
本
仏
教
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
部
落
解
放
基

本
法
の
制
定
と
い
う
ひ
と
つ
の
取
り
組
み
目
標

が
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、
今
回
、
基
本
法

制
定
は
見
送
り
に
な
り
、
か
わ
り
の
法
律
に
す

り
替
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
私
と

し
て
は
、
こ
の
基
本
法
が
成
立
す
る
こ
と
が
、

宗
教
界
と
し
て
同
和
推
進
を
強
力
に
押
し
進
め

る
ひ
と
つ
の
拠
所
に
な
る
と
思
っ
て
い
た
わ
け

で
す
が
、
そ
の
意
味
か
ら
い
っ
て
、
な
に
か
盛

り
上
が
り
と
い
う
も
の
が
、
全
体
的
に
停
滞
し

て
し
ま
っ
た
と
、
こ
の
よ
う
に
感
じ
る
の
で
す

が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

神
代
　
た
し
か
に
今
の
時
期
、
意
識
の
上
で
な

か
だ
る
み
の
時
期
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。蓮
池
　
私
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
動
向
を
第

一
次
と
考
え
、
こ
れ
か
ら
第
二
の
ス
タ
ー
ト
だ

と
考
え
ま
す
ね
。

　
先
日
の
日
比
谷
公
会
堂
で
の
一
万
人
集
会
、

そ
こ
か
ら
第
二
次
の
部
落
解
放
基
本
法
制
定
運

動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
同
宗
連
も
そ
う
だ
が
、

心
仏
も
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
ん
だ
と
い
う

在
り
か
た
、
そ
う
い
う
方
向
性
を
今
年
度
も
う

一
度
確
認
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
ね
。

　
昨
年
十
二
月
の
意
見
具
申
、
こ
れ
を
受
け
て

厳
し
い
状
況
と
い
う
の
は
こ
れ
か
ら
で
て
く
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
我
々
が
差
別
を
な

く
そ
う
と
す
る
こ
と
と
う
ら
は
ら
の
問
題
が
で

て
く
る
可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
、
そ
れ
を
正
し

く
し
て
い
く
の
も
、
こ
れ
か
ら
の
全
仏
同
和
研

修
会
の
ひ
と
つ
の
方
向
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

大
山
　
本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
文
責
・
社
会
部
）

緊急報告

　
仏
教
界
へ
の
税
務
攻
勢
は
、
年
々
厳
し
く
な

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
れ
て
全
仏
へ
通
報
さ

れ
る
、
い
き
す
ぎ
た
税
務
調
査
や
税
務
指
導
へ

の
苦
情
や
相
談
が
急
増
し
て
い
る
。

　
今
回
も
、
「
寺
院
会
計
の
決
算
時
に
剰
余
金

が
で
た
ら
、
そ
れ
は
住
職
の
給
与
あ
る
い
は
ボ

ー
ナ
ス
と
し
て
受
取
り
、
そ
の
分
税
金
を
払
い

な
さ
い
」
と
い
う
税
務
署
の
指
導
が
行
わ
れ
て

い
る
と
の
通
報
が
全
仏
に
入
っ
た
。

　
こ
れ
は
静
岡
県
の
静
岡
市
仏
教
会
か
ら
、
浄

土
宗
を
と
お
し
て
全
仏
に
連
絡
さ
れ
た
も
の
で
、

静
岡
市
内
の
寺
院
で
は
そ
の
よ
う
な
指
導
が
数

例
、
ま
た
宗
教
法
人
本
来
の
活
動
の
収
支
決
算

書
、
寺
院
規
則
の
提
出
を
う
な
が
す
文
書
は
、

静
岡
市
内
全
域
の
寺
院
に
配
布
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
。

O

　
こ
の
税
務
調
査
に
関
し
て
は
、
三
重
県
の
津

市
、
岐
阜
県
岐
阜
市
で
も
同
様
の
事
例
が
あ
が

っ
て
お
り
、
各
寺
院
が
個
々
に
対
応
す
る
と
混

乱
を
お
こ
す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
な

対
応
が
肝
要
で
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　
今
回
は
法
律
相
談
を
お
休
み
し
て
、
緊
急
報

告
を
掲
載
す
る
。
　
　
　
（
文
責
・
社
会
部
）

超
満
員
の
現
地
講
習
会

　
去
る
六
月
二
十
二
日
、
長
谷
川
全
仏
顧
問
弁

護
士
と
石
川
財
務
部
長
、
瀬
戸
財
務
部
次
長
、
上

田
社
会
部
次
長
（
取
材
）
が
、
早
速
実
情
調
査

の
た
め
に
、
静
岡
市
へ
で
か
け
た
。

　
我
々
が
訪
問
し
た
の
は
、
J
R
静
岡
駅
前
に

あ
る
法
上
寺
。
浄
土
宗
の
寺
院
で
あ
る
。

　
住
職
の
友
田
達
祐
師
、
静
岡
市
仏
教
会
会
長

の
山
本
泰
彦
師
、
税
理
士
の
大
村
晋
氏
が
出
迎

え
て
く
れ
た
。

　
法
曽
寺
で
は
、
と
に
か
く
税
務
調
査
や
指
導

を
受
け
た
現
地
の
生
の
声
を
聞
い
て
ほ
し
い
と
、

そ
の
日
緊
急
の
税
務
講
習
会
を
開
催
。
市
内
の

寺
院
か
ら
住
職
や
累
層
の
方
達
約
百
二
十
名
が

一13一
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参
集
。
本
堂
は
超
満
員
と
な
っ
た
。
こ
の
件
に

つ
い
て
の
関
心
の
高
さ
が
伺
わ
れ
る
。

税
務
指
導
の
報
告

　
長
谷
川
弁
護
士
が
税
務
対
策
に
つ
い
て
の
講

義
を
行
い
、
そ
の
後
質
疑
応
答
と
い
う
形
で
、

出
席
者
か
ら
次
の
よ
う
な
税
務
指
導
に
関
す
る

報
告
が
な
さ
れ
た
。

「
自
分
の
寺
で
は
、
寺
院
収
入
だ
け
で
は
暮
ら

し
て
い
け
な
い
た
め
、
副
業
で
収
入
を
得
て
い

る
。
寺
と
し
て
の
収
入
は
、
他
の
寺
院
の
手
伝

い
で
得
た
収
入
が
多
い
の
で
す
が
、
税
務
署
員

が
来
て
、
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
が
役
僧
を
し
て
の

収
入
で
あ
り
、
住
職
本
人
が
外
で
稼
い
だ
お
金

な
の
だ
か
ら
、
こ
の
剰
余
金
は
ボ
ー
ナ
ス
と
し

て
も
ら
っ
て
し
ま
い
な
さ
い
。
だ
い
た
い
こ
の

寺
は
、
檀
家
が
維
持
し
て
い
る
体
裁
に
な
っ
て

い
な
い
。
な
に
も
住
職
が
自
分
で
稼
い
だ
金
で

寺
を
維
持
す
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
、
と
い
っ

て
、
所
得
税
の
具
体
的
な
額
ま
で
提
示
し
て
こ

れ
だ
け
払
い
な
さ
い
と
い
わ
れ
た
一

「
予
告
な
し
に
訪
れ
、
お
寺
に
残
っ
た
金
は
は

っ
き
り
し
な
い
ん
だ
か
ら
、
住
職
さ
ん
も
ら
っ

ち
ゃ
い
な
さ
い
。
税
金
を
払
え
ば
も
ら
え
ま
す

よ
、
と
勧
め
る
よ
う
な
口
ぶ
り
だ
っ
た
一

「
私
の
と
こ
ろ
で
は
給
料
の
額
ま
で
税
務
署
側

で
決
め
て
く
れ
た
θ

「
他
に
務
め
て
い
て
、
法
人
か
ら
給
料
を
も
ら

っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
が
、
税
務
署
員
は
、
そ

れ
は
よ
く
な
い
か
ら
給
料
を
も
ら
う
よ
う
に
し

な
さ
い
。
も
し
も
ら
わ
な
い
の
な
ら
檀
家
の
判

を
も
ら
い
な
さ
い
と
、
ま
る
で
脅
し
の
よ
う
だ

っ
た
θ

　
こ
れ
ち
の
報
告
か
ら
、
こ
の
税
務
指
導
は
、

寺
で
収
入
を
得
ず
に
他
の
職
務
で
収
入
を
得
て

い
る
方
が
対
象
で
あ
り
、
税
務
署
側
と
し
て
は
、

な
ん
と
か
所
得
税
を
取
り
た
い
、
そ
う
い
う
意

図
の
あ
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
報
告
に
対
し
て
長
谷
川
弁
護
士
は
、

「
一
年
の
決
算
が
す
ん
で
余
っ
た
お
金
、
す
な

わ
ち
剰
余
金
は
、
寺
の
基
本
財
産
に
入
れ
る
な⑳

発
書
す
る
長
谷
川
全
仏
顧
問
弁
護
士
　
一

り
、
来
年
度
に
繰
り
越
し
て
、
な
ん
ら
か
に
使

用
す
べ
き
金
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

そ
の
金
を
住
職
が
給
料
と
し
て
取
っ
て
し
ま
っ

て
、
も
し
災
害
が
起
き
て
建
物
が
破
損
し
た
ら

ど
う
や
っ
て
直
す
の
で
す
か
。
給
料
と
し
て
も

ら
っ
て
し
ま
え
と
い
う
税
務
署
員
に
は
、
い
ざ

と
い
う
時
の
た
め
に
文
書
に
し
て
お
い
て
も
ら

う
と
よ
い
。

　
こ
ん
な
と
ん
で
も
な
い
指
導
が
な
さ
れ
た
背

景
に
は
、
寺
院
の
お
金
は
法
人
の
も
の
と
は
い

え
、
住
職
個
人
の
裁
量
で
ど
う
に
で
も
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
税
務
署

貝
の
あ
や
ま
っ
た
認
識
の
仕
方
が
あ
る
と
思
う
。

だ
い
た
い
こ
の
指
導
は
税
務
置
が
組
織
的
に
や

っ
た
も
の
で
は
な
く
、
税
務
署
の
職
員
が
熱
心

す
ぎ
た
上
で
の
い
き
す
ぎ
の
指
導
だ
と
思
わ
れ

る
。　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
き
ち
ん
と
し
た
抗
議
を

し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
住
職
の
裁
量
で
法

人
の
お
金
が
ど
う
に
で
も
な
る
と
い
う
こ
と
が
、

右
へ
な
ら
え
で
一
般
化
す
る
と
、
公
益
法
人
の

あ
り
方
自
体
に
疑
問
が
も
た
れ
て
く
る
し
、
檀

家
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
恐
れ
も
で
て
く

る
。　
た
だ
、
抗
議
と
い
っ
て
も
、
口
頭
で
の
指
導

は
証
拠
が
な
い
の
で
む
ず
か
し
い
点
も
あ
る
が
、

し
か
し
と
も
か
く
、
き
ち
ん
と
し
た
意
志
表
明

を
し
て
お
く
心
要
が
あ
る
と
思
う
θ
と
発
言
。

税
務
調
査
の
報
告

　
こ
れ
に
続
い
て
、
今
度
は
税
務
調
査
に
つ
い

て
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
文
書
は
六
月
八
日
付
け
で
、
静
岡
税
務
署
長

が
出
し
た
「
決
算
書
類
等
の
提
出
の
依
頼
に
つ

い
て
」
と
い
う
依
頼
文
書
。
宗
教
法
人
本
来
の

活
動
の
収
支
決
算
書
と
寺
院
規
則
を
、
六
月
二

十
日
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
を
促
し
て
お
り
、

こ
れ
が
返
事
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
よ
う
な

印
象
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
市
仏

の
山
本
会
長
と
大
村
税
理
士
が
税
務
署
長
に
か

け
あ
い
、
提
出
期
限
は
延
期
し
て
も
ら
っ
て
い

る
と
の
こ
と
。
し
か
し
提
出
す
る
か
否
か
、
市

仏
と
し
て
の
態
度
を
き
め
か
ね
て
お
り
、
そ
の

点
が
一
番
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。

　
長
谷
川
弁
護
士
は
「
こ
れ
は
法
定
外
文
書
で

あ
る
か
ら
法
律
上
は
提
出
す
る
必
要
は
な
い
ρ

と
は
っ
き
り
提
出
を
否
定
し
て
か
ら
、
次
の
よ

う
に
述
べ
た
。

「
昭
和
五
十
六
年
に
法
人
税
の
基
本
通
達
の
大

改
正
が
行
わ
れ
た
が
、
ひ
と
つ
は
、
宗
教
法
人

本
来
の
活
動
で
あ
っ
て
も
収
益
事
業
に
な
る
場

合
が
あ
る
か
ら
注
意
し
ろ
、
と
い
う
こ
と
。
こ

れ
は
例
え
ば
寺
で
お
経
の
本
を
だ
し
た
ら
出
版

業
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
全
仏
、
日
宗

連
が
撤
回
を
要
望
し
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、

収
益
事
業
を
や
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
申
告
時

に
宗
教
法
人
本
来
の
決
算
書
も
出
す
必
要
が
あ

る
の
で
注
意
し
な
さ
い
と
い
う
通
達
。
こ
れ
に

は
、
宗
教
法
人
本
来
の
収
入
に
は
法
人
税
は
課

せ
ら
れ
な
い
か
ら
、
提
出
の
必
要
ば
な
い
と
申

し
入
れ
を
し
て
い
る
。
何
故
こ
の
よ
う
な
通
達

が
出
た
か
と
い
え
ば
、
例
え
ば
収
益
事
業
を
や

っ
て
い
る
場
合
、
同
じ
電
気
代
に
し
て
も
、
収

益
事
業
に
か
か
る
電
気
代
と
本
来
の
宗
教
活
動

に
か
か
る
電
気
代
と
の
分
け
方
が
問
題
に
な
る

わ
け
で
、
そ
の
点
を
調
べ
る
た
め
に
提
出
し
て

ほ
し
い
と
彼
等
は
い
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

れ
な
ら
ば
別
の
資
料
を
提
出
す
れ
ば
い
い
の
で

あ
っ
て
、
宗
教
法
人
本
来
の
活
動
の
全
部
を
み

せ
る
必
要
は
な
い
わ
け
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
通
達
と
そ
れ
に
対
す
る

全
仏
の
撤
回
要
請
を
前
提
に
し
て
、
今
回
の
対

応
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
も
と
も
と
こ
の
通

達
と
い
う
も
の
は
、
国
税
庁
長
官
が
税
務
署
職
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員
に
た
い
す
る
業
務
命
令
の
一
種
で
あ
り
、
職

貝
は
拘
束
さ
れ
る
が
、
我
々
に
は
な
ん
の
拘
束

力
は
な
い
も
の
で
す
。

　
し
か
も
、
こ
の
調
査
文
書
は
、
収
益
事
業
を

や
っ
て
い
な
い
寺
に
も
提
出
し
ろ
と
い
っ
て
い

る
わ
け
で
、
右
の
通
達
か
ら
い
っ
て
も
、
こ
の

提
出
は
義
務
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
調
査
文
書
は
、

重
の
意
味
で
問
題
が
あ
る
の
で
す
。

反
省
点
も
あ
る

二
重
三

　
た
だ
、
何
故
こ
の
よ
う
な
文
書
が
で
て
く
る

の
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
実
は
我
々
が
反
省
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
は
な
に
か
と
い
え
ば
、
財
産
目
録
と
い

う
も
の
は
、
宗
教
法
人
法
に
よ
っ
て
寺
院
に
備

え
て
お
く
べ
き
帳
簿
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ

を
税
務
署
に
提
出
す
る
必
要
は
な
い
が
、
し
か

し
寺
に
常
備
し
て
お
く
必
要
は
あ
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
寺
院
で
、
そ
れ
が
き
ち
ん
と
な
さ

れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
こ
の
点
疑
い
を
持
た

れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
疑

い
は
け
っ
し
て
的
は
ず
れ
で
は
な
い
と
い
え
ま

す
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
お
寺
に
入
る
べ
き
お
金

を
住
職
個
人
が
ふ
と
こ
ろ
に
入
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
、
こ
う
い
う
疑
い
も
も
た
れ
て
い
る

の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
疑
い
が
も
た
れ
る
素
地
が
あ
る

こ
と
を
、
我
々
は
充
分
に
反
省
し
て
お
く
必
要

も
あ
る
の
で
す
。

　
さ
て
、
税
務
指
導
の
件
も
そ
う
で
す
が
、
こ

の
件
も
し
か
る
べ
き
と
こ
ろ
に
き
ち
ん
と
し
た

抗
議
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
個
人

的
に
税
務
署
に
か
け
あ
っ
て
も
、
全
く
堵
が
あ

き
ま
せ
ん
。
や
は
り
、
向
う
も
組
織
で
す
か
ら
、

こ
ち
ら
も
組
織
的
に
動
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
の
仏
教
会
、
県
の
仏
教
会
、
あ
る
い
は
全
野

と
し
て
抗
議
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
θ

　
石
川
全
仏
財
務
部
長
も
「
税
務
署
に
た
い
し

て
は
、
組
織
で
対
抗
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

疑
問
を
持
っ
た
時
は
、
個
人
的
に
処
理
せ
ず
、

露鐵
響

．
熱
心
に
聞
く
満
員
の
参
加
者
た
ち

仏
教
会
等
に
問
い
合
わ
せ
た
方
が
よ
い
。
こ
れ

ま
で
、
群
馬
県
と
新
潟
県
に
お
け
る
税
務
調
査

は
全
仏
が
か
か
わ
り
な
が
ら
日
宗
連
で
の
交
渉

に
よ
り
撤
回
さ
れ
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
が
、

こ
の
静
岡
の
場
合
、
寺
院
規
則
の
提
出
も
含
ま

れ
て
い
る
と
い
う
点
で
や
や
特
殊
と
い
え
る
。

三
重
県
の
津
市
、
岐
阜
市
で
も
同
様
の
事
例
が

あ
が
っ
て
お
り
、
こ
の
件
は
、
静
岡
市
だ
け
の

問
題
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
全
国
あ
ち
こ
ち
で

発
生
す
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
か

ら
、
仏
教
界
全
体
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
認
識

を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
び
と
述
べ
た
。

　
こ
れ
ら
の
答
弁
に
た
い
し
て
、
も
し
提
出
し

な
い
と
、
税
務
署
か
ら
報
復
措
置
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
質
問
が
出
席
者
か
ら
も
起
こ

っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
長
谷
川
弁
護
士
は
「
提

出
し
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
法
律
上
不
利

益
を
被
る
こ
と
は
な
い
。
巷
に
そ
の
よ
う
な
噂

が
あ
る
こ
と
は
誠
に
遺
憾
一
と
発
言
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
や
り
と
り
を
受
け
て
、
最
後
に
山

本
静
岡
市
仏
教
会
会
長
は
「
こ
の
件
に
つ
い
て

は
、
全
日
本
仏
教
会
の
方
で
お
は
か
り
い
た
だ

く
と
い
う
こ
と
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
、

長
谷
川
先
生
が
、
法
律
上
提
出
の
業
務
は
な
い

と
お
驚
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
も
し
、
提
出
し

な
く
て
も
い
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
と
し
て

も
、
我
々
の
宿
題
は
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い

こ
と
を
注
意
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
法
人

と
し
て
必
要
な
書
類
を
そ
ろ
え
て
お
く
の
は
、

法
律
上
決
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
き
ち

ん
と
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
と

し
て
は
、
き
ち
ん
と
し
た
書
類
が
あ
る
の
な
ら

提
出
し
た
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
税
務
署
を
避
け
て
ば
か
り
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
か
ら
ね
。
ま
あ
、
と
も
か
く
揃
え
る
べ

き
も
の
は
き
ち
ん
と
揃
え
る
。
そ
れ
で
こ
そ
、

こ
ち
ら
側
も
権
利
が
主
張
で
き
る
し
、
税
務
署

と
対
等
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す

ね
θ
と
発
言
。

　
全
国
的
な
視
野
で
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る

全
高
の
対
応
の
仕
方
と
、
地
元
の
税
務
署
と
具

体
的
な
か
か
わ
り
が
あ
り
、
ま
た
、
地
元
寺
院

の
帳
簿
作
成
を
推
進
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
立

場
に
あ
る
市
仏
の
対
応
の
仕
方
に
は
若
干
の
ず

れ
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
一
応
提

出
せ
ず
に
保
留
と
い
う
こ
と
に
決
定
。
ま
た
、

県
仏
を
と
お
し
て
心
仏
に
は
か
り
、
検
討
を
願

う
こ
と
に
な
っ
て
、
午
後
五
時
半
す
ぎ
に
散
会

と
な
っ
た
。

　
さ
て
、
翌
日
の
二
十
四
日
、
東
京
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
に
お
い
て
全
仏
主
催
の
都
道
府
県
仏
代

表
者
会
議
が
開
催
さ
れ
た
が
、
静
岡
県
仏
教
会

よ
り
、
事
務
局
長
の
横
山
政
道
師
が
出
席
。
市

仏
よ
り
の
要
請
が
あ
り
、
県
仏
と
し
て
も
全
面

に
正
式
に
検
討
を
依
頼
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

そ
し
て
早
速
、
全
労
税
務
池
貝
会
で
検
討
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
横
山
師
の
話
に
よ
る
と
、
静
岡
県
で
は
実
は

沼
津
市
で
も
同
様
の
税
務
指
導
が
お
こ
な
わ
れ

て
お
り
、
非
常
に
不
安
感
を
も
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

　
静
岡
市
に
お
け
る
実
情
を
報
告
し
た
長
谷
川

弁
護
士
は
、
都
道
府
県
仏
代
表
者
轡
師
に
た
い

し
て
、
と
に
か
く
こ
の
点
は
注
意
し
て
ほ
し
い

と
次
の
二
点
を
強
調
し
た
。

O
法
定
外
文
書
に
対
し
て
返
事
を
す
る
義
務
は

な
い
が
、
し
か
し
法
人
と
し
て
必
要
な
書
類
は

必
ず
揃
え
て
お
く
義
務
が
あ
る
。

O
税
務
調
査
や
税
務
指
導
を
受
け
た
場
合
、
各

寺
院
単
位
で
対
応
せ
ず
、
か
な
ら
ず
市
や
県
、

宗
派
、
あ
る
い
は
全
仏
に
連
絡
し
組
織
的
な
対

応
を
す
る
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
の
今
後
の
動
向
に
つ
い
て

は
、
全
仏
誌
上
で
逐
次
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
。
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全
仏
工
立
3
0
周
年
記

念
事
業
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
7
月
2
7
日
開
く

　
発
足
の
待
た
れ
て
い
た
全
日
本
仏
教
会
同
団

創
立
3
0
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
が
、
来
る

七
月
二
十
七
日
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お

い
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
委
理
会
は

若
槻
修
道
理
事
長
を
実
行
委
員
長
に
、
総
務
・

式
典
・
記
念
出
版
・
勧
募
・
国
際
委
三
会
な
ど

約
百
名
の
委
貝
で
構
成
さ
れ
る
。

　
記
念
事
業
に
つ
い
て
は
、
世
界
仏
教
徒
連
盟

（
W
F
B
）
執
行
委
員
会
の
開
催
（
八
月
五
日

一
八
日
・
京
都
）
、
記
念
誌
『
全
仏
3
0
年
の
歩

み
』
の
刊
行
、
記
念
式
典
の
開
催
が
計
画
さ
れ

て
い
る
。

　
式
典
は
、
全
仏
関
係
物
故
者
追
悼
法
要
、
功

労
者
表
彰
、
梅
原
猛
先
生
に
よ
る
「
日
本
仏
教

の
特
質
と
将
来
」
と
題
す
る
講
演
、
祝
賀
パ
ー

テ
ィ
：
（
五
百
名
規
模
）
を
も
っ
て
、
十
月
七

日
東
京
芝
の
増
上
寺
な
ら
び
に
東
京
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
那
須
政
隆
師

　
五
月
三
十
一
日
、
九
十
二
歳
で
遷
化
。

　
真
言
宗
智
山
派
元
管
長
。
成
田
山
（
教
育
・

文
化
・
福
祉
）
財
団
理
事
長
。
大
正
大
学
元
学

長
。

ま
蚕
翌
務
葛
〔
録
事
≦
　
〕
発
　
　

　
　
二
日
　
貝
山
宣
泰
師
本
葬
儀
参
列

　
　
三
日
　
岐
阜
県
仏
教
会
役
員
来
訪

　
　
　
　
部
落
解
放
基
礎
講
座
出
席

昭
和
六
十
二
年
七
月
一
日
発
行

　
五
日

　
六
日

　
八
日

＋
一
日

十
二
日

　
十
入
日

　
＋
九
日

　
二
十
日

二
十
二
日

二
士
二
日

二
十
四
日

二
＋
五
日

齢

局
内
会
議

茨
城
県
仏
教
会
同
和
研
修
会
出
席

塩
入
亮
達
師
御
見
舞

法
律
相
談

宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
（
福
岡
）

同
和
正
副
委
貝
長
会
議

全
青
協
墨
蹟
展
開
会
式
出
席

局
内
会
議

中
山
法
華
経
寺
前
貫
首
本
葬
儀
参
列

静
岡
市
仏
教
会
訪
問

都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議

宗
教
部
会
出
席

税
務
委
員
会

日
宗
連
理
事
会
出
席

法
律
相
談

お
こ
と
わ
り
　
八
月
号
は
休
刊
で
す
。
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山一のサンライ勃は、ご家庭のパ

ソコンでリ刀レダ仏の証券情報を

見ながらその場で売買注文もでき

る画期的なサービスシステムです；

●リアルタイム株価などの証券情報が得られま玄

●株価チャートをご覧いただけま魂

●ご家庭で株式の売買注文ができますも

ご利用時間　朝7：00～翌朝1：00
（日曜・祝祭日および第2・3土曜日はご利用になれません。）

崇平日8：00～18：00楽土曜（第2・3を除く）8：00～14：00

「サンライン」専用お問合わせ電話（通話料金無料）

容（局番なし）0120－001234
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